
科目の種類 必修 科目名 英語Ⅱ 学 年 2 単 位 数 4 

コ ー ス 理系進学コース 

教 科 書 第一学習社「Vivid English course Ⅱ New Edition 」 
桐原書店 「Forest Benchmark English Grammar 」 

副 教 材 桐原書店 「総合英語 Forest 5th edition 」 
科目のねらい 

・高校1年生で学んだ基本的な事項の上に、さらに総合的な力をつけることを目標とします。 

・読む力、書く力、聞く力、話す力をバランスよく身につけ、実践的なコミュニケーション能力を養うこ

とを目指します。 

・受験を意識し、語彙力の向上と応用力の幼生を目指します。また多読、速読を取り入れ読解力の向上を

目指します。 

・実用英語技能検定準2級以上の取得を目指します。 

授業の進め方 
・高校 1年生で学んだことを生かして多読と速読の練習をします。 
・各課が終わるごとに、本文の内容と文法事項についての確認テストを行います。 
・語彙力をつけるため、毎日 10～20単語ずつ小テスト、1週間に 40単語の確認テストを実施します。 
・時間の許す限り入試問題演習を取り入れ、応用力・実践力を養います。 

より良く学習を進めるためのアドバイス 
・必ず予習をしましょう。今年は英文をたくさん読みます。その英文をあらかじめ自分で読み、どういう

意味なのか自分なりに考えてみましょう。授業では自分の理解したものが正しいのかどうか確認してい

くようにしましょう。 
・単語の意味を調べるときには、品詞や用法、例文も書くようにしましょう。 
・英文は黙読だけでなく、声に出して読みましょう。 
・板書事項や重要事項は必ずノートに書くようにしましょう。ただ書くだけでなく、自分が理解したこと

を整理しながら書いてください。ノートが自分のオリジナルの参考書となるようにしましょう。 
・映画や音楽、雑誌、新聞など、どんな形でもかまいませんので、普段から英語に積極的に触れるように

しましょう。 
・メディアセンターにある洋書を有効に活用しましょう。 
評価方法 
○テストについて 
・年間 5回実施します。大切なテストですから、日頃の授業に集中して取り組みましょう。 

○平常点について 
・授業態度、小テスト、提出物（宿題・ノート）などを総合的に評価します。 



 学習単元 単元の内容とねらい 
【VividⅡ】 
Lesson 1  
A Third Gold Medal as a Mother 
 
 
【Forest Benchmark】 
第 14～16章 分詞 
 

「ママでも金」を目指して北京オリンピック出場を果たした谷

亮子選手について読み、自分の夢を考えよう。 
◆文型・文法事項   
・不定詞の副詞用法  ・with + O + ～  ・倒置 
 
◇現在分詞・過去分詞の復習 
◇分詞のさまざまな用法 
◇分詞構文の働きと意味 

第 １ 回 定 期 考 査 
【VividⅡ】 
Lesson 3 
Saving Native Tongues 
 
Reading 1 
Shin-chan’s Tricycle 
 
【Forest Benchmark】 
第 17～18章 比較 

少数言語を通して、言語と文化の関係について考えよう。 
◆文型・文法事項 
・SVC(C=名詞節)  ・受け身の進行形 ・関係代名詞と前置詞 
 
伸ちゃんの三輪車の話を通して原爆の悲惨さ、戦争の非人間性を

知り、平和の大切さを学ぼう。 
 
◇原級・比較級・最上級の理解と文の作り方 
◇原級・比較級を用いたさまざまな表現 

 
 
前 
 
期 

第 ２ 回 定 期 考 査 
【VividⅡ】 
Lesson 6 
Selling a Product 
 
 
 
【Forest Benchmark】 
第 19～21章 関係詞 

広告が消費者の商品選択に与える影響と、広告を作成する側が

消費者の注意をひくためにどのような手法を使っているかを読

み取ろう。 
◆文型・文法事項 
・分詞構文  ・文全体を修飾する副詞／to不定詞 
 
◇関係代名詞の 3つの格 
◇前置詞と関係代名詞の用法 
◇関係代名詞 what、限定用法・継続用法 
◇関係副詞・複合関係代名詞 

第 ３ 回 定 期 考 査 
【VividⅡ】 
Lesson 8 
The Humanism of Kurosawa Akira 
 
 
 
【Forest Benchmark】 
第 22～23章 仮定法 

黒澤明の生涯を通して、理想を持った生き方、不屈の精神、国

際人の条件を学ぼう。 
◆文型・文法事項 
・to不定詞を受ける it  ・if節のない仮定法 
・have + O + 過去分詞：「Oを～してもらう」 
 
◇仮定法の種類と働き 
◇仮定法を使った慣用表現 

第 ４ 回 定 期 考 査 
【VividⅡ】 
Lesson 9 
The Beginning of the Thirsty Century 
 
【Forest Benchmark】 
第 24～25章 否定・接続詞 

水飢饉の原因とその解決を通し、地球の環境問題を考えよう。 
◆文型・文法事項 
・that節を受ける it  ・be + to不定詞など 
 
◇否定語や部分否定の理解 
◇さまざまな接続詞の用法 

 
 
後 
 
期 

学 年 末 考 査 



 


